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出席者(委員）
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永野　浩二 委員、中鹿 直樹 委員
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学校運営協議会（定時制部会）議事録

府立春日丘高等学校

森脇　正浩

開催日時 令和　５年　12月　5日（火）　19：00～21:00　　

次回の会議日程

令和6年2月上旬

ウィステリアホール

出席者(学校）
森脇　正浩(准校長)、山本　啓大郎(教頭)、杉山　翔太(首席・教務部部長)、田中　克
俊(生徒部部長)、西元　里美(生徒会主担)、西谷陽子(修学部部長)

傍聴者 0名

議題等(次第順）
１)学校経営計画の進捗状況(准校長)
２)本校のスクールポリシー(教頭)
３)プレゼン(担当教員)
４)協議事項
５)その他　令和６年度使用教科書について

＜協議テーマの概要＞
・学校経営計画の進捗状況⇒学校教育自己診断の結果を踏まえて学校経営計画の進捗状況(ICT校内研修、一
人一台端末の活用、生徒による授業への取り組みの自己評価、教育相談、時間外勤務時間の減少、学校への満
足度など)について説明。
・スクールポリシー⇒教育目標である「卒業後社会の一員として生きていくために必要な力を育成する」ために、育
成をめざす資質・能力に関する方針(グラデュエーションポリシー)、教育課程の編成及び実施に関する方針(カリ
キュラムポリシー)、入学者の受け入れに関する方針(アドミッションポリシー)について説明。
・コロナ前後の学校状況の変化と対応⇒３年前の課題意識、学校教育自己診断から見える生徒や学校の変化、
課題解決に向けての工夫や取り組み(スクールミッションをふまえた年次ごとの目標の設定、体育祭や文化祭の取
り組み等を含む)、今後の向けての展望についてプレゼンテーション。
・学校案内パンフレット⇒今年度改定したものを提示
・令和６年度使用教科書一覧表

＜主な質疑応答＞
・学校経営計画の評価指標において趣旨がずれているものがあるのではないか。例えばICTを活用した指導を充
実させるために、単に校内研修の回数を増やせばよいのか？⇒今後検討要
・対人関係の適切な距離感がとりにくい生徒が増えているという出席教員からの意見があったが、授業においてグ
ループワークはどの程度取り入れているのか？⇒授業観察をしていて比較的多くの教員が取り入れている。
・昨年度までは時間外在校時間(月45時間以上)がのべ１３人いたが、働き方改革と部活動参加生徒数の減少もあ
り、今年度は１１月１日現在で０人。成果は出ているが持ち帰り業務をしている教職員はいないのか。⇒管理職は
実態をきちんと把握する必要がある。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料

1)令和5年度学校経営計画進捗状況
2)スクールポリシー
3)コロナ前後の学校状況の変化と対応(プレゼン)
4)学校案内パンフレット
5)令和６年度使用教科書一覧表

備考


